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平
成
22
年
度
の
町
民
一
人
当
た

り
の
ご
み
処
理
費
用
は
、
3
万
６

９
３
３
円
。

　

こ
れ
は
、
日
野
町
日
南
町
江
府

町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
と
鳥
取

県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担

金
な
ど
の
合
計
額
1
億
４
２
７
５

万
円
を
、
人
口
３
８
６
５
人
（
平

成
22
年
4
月
1
日
）
で
割
っ
た
額

で
す
。
平
成
21
年
度
と
比
べ
る

と
、
一
人
当
た
り
１
０
１
０
円
多

く
な
っ
て
お
り
、
分
別
が
進
ん
で

い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
、
ご

み
の
減
量
化
が
必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
お
け
る
年
間
の

ご
み
排
出
量
は
９
６
１
㌧
で
、
そ

の
う
ち
、
分
別
を
行
い
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
も
の
は
、
２
０
７
㌧
と

21
・
5
％
ほ
ど
で
す
。

残
り
は
可
燃
ご
み
な
ど
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
う
え
で
可
燃
ご
み
な
ど

を
ど
う
や
っ
て
減
ら
す
か
が
課
題

と
い
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
可
燃
ご
み
の
中
に
、

チ
ラ
シ
類
や
お
菓
子
の
箱
、
メ
モ

や
郵
便
物
な
ど
が
入
っ
て
は
い
ま

せ
ん
か
。
そ
れ
ら
は
古
紙
と
し
て

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
グ
ン
と
可

燃
ご
み
の
量
が
減
り
ま
す
。

　

ま
た
、
買
い
物
時
に
で
き
る
だ

け
簡
易
な
包
装
に
す
る
な
ど
、
ご

み
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
で
も
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
県
が
「
4
つ
の
Ｒ

あ
ー
る

」

を
推
進
し
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で

す
か
。
ご
み
な
ど
廃
棄
物
を
出
さ

ず
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
取

り
組
み
で
、
町
も
こ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
上
の
限
り
あ
る
資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
で
き
る
限

り
物
を
大
切
に
使
い
、
資
源
と
し

て
再
利
用
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
、
家
庭
ご
み
の

減
量
化
が
必
要
で
す
。

年間にかかる町民 1人あたりのごみ処理費用

家庭ごみの
と

に取り組みましょう
量 化 ルクイサリ

　町では、資源ごみ（缶、瓶）や古紙（雑誌、新聞など）をはじめ、

軟質プラスチックや布類の回収を行い、家庭から出るごみの減量

化とリサイクルに取り組んでいます。

　これからも、限りある資源の有効活用のため、ごみの分別、減

量化に取り組みましょう。

減

ご
み
の
出
し
方
、
ご
み
を

発
生
さ
せ
な
い
工
夫
を

鳥取県が進める「４つのＲ」
４つのＲとは、各取り組みの頭文字が「Ｒ」から始ま
ることからそう呼ばれており、優先順位があります

最初の

Ｒ

2 番目

のＲ

3 番目

のＲ

最後の

Ｒ

Ｒｅｆｕｓｅ（不要な物を断る）
リ フ ュ ー ズ

Ｒｅｄｕｃｅ（ごみを減らす）
リ デ ュ ー ス

Ｒｅｕｓｅ（再使用する）
リ ユ ー ス

Ｒｅｃｙｃｌｅ（分別で資源）
リ サ イ ク ル

レジ袋はもらわない、マイ箸を使うなど使
わない物は断りましょう。

洗剤など詰め替え製品を選ぶ、必要な物だ
け買う、充電式電池など繰り返し使える物
を選ぶなど工夫し、ごみを減らしましょう。

ビール瓶、一升瓶など繰り返し使える物を
利用する、壊れたら修理して大切に使う、
リサイクルショップなどを利用し必要な人
に譲るなど繰り返し使うことを心がけま
しょう。

紙類、缶類、ペットボトルなどは大切な資
源です。混ぜれば「ごみ」ですが、徹底し
た分別を行うと大切な「資源」になります。【問合せ】役場産業振興課（電話 72-2101）

→

→

→
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根
雨
の
ま
ち
な
か
で
、
か
つ
て
の

宿
場
町
の
面
影
を
今
に
残
す
の
が
本

陣
の
門
で
す
。

　

こ
れ
は
、
出
雲
の
松
平
候
が
参
勤

交
代
の
折
に
出
雲
街
道
を
通
行
中
、

根
雨
に
立
ち
寄
っ
た
際
の
宿
泊
所

（
本
陣
）
と
し
て
利
用
し
た
梅
林
家

の
門
。
当
時
は
、
旧
根
雨
郵
便
局
辺

り
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
46
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
に
は
町
の
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
風
情
あ
る
姿
が
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

入
澤
）

ま
ち
の
文
化
財
・
史
跡
を
歩
く
　
　
其
ノ
四

　

日
野
町
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
長
楽
寺
の
仏
像
を
は
じ
め

と
す
る
10
件
の
指
定
文
化
財
が
あ
る
ほ
か
、
ま
ち
の
基
盤
を
支
え
た
人

た
ち
の
功
績
を
今
に
伝
え
る
史
跡
や
、
自
然
美
あ
ふ
れ
る
景
観
・
名
勝

な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
文
化
財
の
保
護
・
整
備
を
目
的
に
、
ま
っ
た
く
の
善
意
に

よ
る
行
為
で
も
、
無
断
で
敷
地
内
の
樹
木
を
伐
採
し
た
り
、
装
飾
を
施

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
文
化
財
保
護
法
や
そ
の
他
の
法
令
に
触
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

史
跡
や
文
化
財
に
つ
い
て
、
樹
木
の
伐
採
や
工
事
な
ど
、
保
存
に
つ

い
て
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
す
る
と
き
は
、
現
状
変
更
の
届
出
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
電
話
72

‐
１
３
０
０
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】
ま
ち
の
財
産
、
文
化
財
を
守
り
ま
し
ょ
う

当時の面影を残す本陣の門（山陰合同銀行根雨支店横）

■
本
陣
の
門
（
根
雨
）

ご
存
知
で
す
か
？

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援
制
度

運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
た
人
を
支
援
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

支
援
制
度
を
上
手
に
活
用
し
、
安
心
安
全
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

県
ハ
イ
ヤ
ー
タ
ク
シ
ー
協
会
な

ど
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
運

転
経
歴
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人

を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
運
賃
が
1
割

引
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納

し
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
人

【
割
引
】
＝
1
割
引

　

県
内
の
タ
ク
シ
ー
運
賃

▼
年
齢
、
居
住
地
は
問
い
ま
せ
ん

▼
一
部
郡
部
の
事
業
者
で
適
用
さ

れ
な
い
タ
ク
シ
ー
も
あ
り
ま
す

▼
ほ
か
の
割
引
と
重
複
す
る
場
合

は
い
ず
れ
か
一
種
の
割
引
に
な
り

ま
す

【
利
用
方
法
】

　

タ
ク
シ
ー
乗
車
の
際
に
、
運
転

経
歴
証
明
書
を
運
転
手
に
提
示
す

る
。

　

（
財
）
県
交
通
安
全
協
会
が
実

施
す
る
も
の
で
、
交
通
安
全
協
会

会
員
を
対
象
に
運
転
経
歴
証
明
書

の
交
付
手
数
料
１
０
０
０
円
が
全

額
補
助
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

交
通
安
全
協
会
会
員
で
、
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
、
運
転
経

歴
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
た
人

【
申
請
方
法
】

▼
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料

の
領
収
書
（
１
０
０
０
円
）

▼
運
転
免
許
取
消
通
知
書

▼
交
通
安
全
協
会
会
員
証

3
点
を
交
通
安
全
協
会
窓
口
に
提

示
く
だ
さ
い
。

【
運
転
経
歴
証
明
書
と
は
】

　

運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納

し
た
人
が
申
請
で
き
る
も
の
で
、

返
納
前
5
年
間
の
運
転
経
歴
を
証

明
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
運
賃
の

割
引
制
度

運
転
経
歴
証
明
書
手
数
料

補
助
制
度

詳
し
く
は
、

黒
坂
警
察
署 

交
通
課
（
電
話
74
‐
０
１
１
０
）
ま
で

町では、今年度からタクシー利用者補助金制度を創設し、利用いただいています。

詳しい助成要件などは、役場企画政策課（電話 72‐0332）までお問い合わせください。

運転免許証を返納した人も対象です。気軽に相談を！

町タクシー利用者補助金 を活用ください


